
 

防衛医科大学校達第５号 

防衛医科大学校規則（昭和49年防衛庁訓令第28号）第10条第２項の規定に基づき、

成績評定、進級及び卒業等に関する達を次のように定める。 

昭和50年5月20日 

防衛医科大学校長 松  林 久  吉 

 

医学科学生の成績評定、進級及び卒業等に関する達 
 

改正 昭和52年 1月 7日達第 1号 平成元年 5月29日達第 4号 平成19年 3月28日達第 4号 

昭和52年 3月 9日達第 5号 平成 3年 2月 5日達第 1号 平成19年 3月28日達第 5号 

昭和52年 4月18日達第10号 平成 5年 4月 1日達第 4号 平成19年 3月30日達第 7号 

昭和52年12月23日達第21号 平成 5年 4月 9日達第 5号 平成28年 4月 1日達第11号 

昭和53年12月27日達第12号 平成 7年 3月31日達第 1号 令和 3年 3月31日達第 2号 

昭和55年11月10日達第 6号 平成 8年10月 1日達第10号 令和 5年 6月30日達第 3号 

昭和56年 4月 3日達第 1号 平成 9年 7月 1日達第10号  
昭和58年11月 1日達第 6号 平成10年11月 6日達第 7号  
昭和59年 8月 7日達第 4号 平成15年 3月31日達第 2号  
昭和62年 6月20日達第 7号 平成18年 5月25日達第 4号  

 

（目的） 

第１条 この達は、医学教育部医学科学生（以下「学生」という｡）の成績評定、進級及

び卒業等に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

（成績評定） 

第２条  成績の評定は、医学科及び看護学科の授業、試験及び表簿等に関する達（昭和

50年防衛医科大学校達第２号）第５条第１項に規定する試験（以下「試験」という｡）

の結果及び日常の修学状況を総合して行う。 

（評定者） 

第３条  評定者は、進学課程の授業科目にあっては各授業科目の担当教官、専門課程の

授業科目にあっては学校長が各授業科目ごとに指名する担当教官、訓練科目にあって

は学生部主任訓練教官とする。 

２ 専門課程の評定者は、担当する授業科目の各教官と協議の上、評定を行う。 

（評語） 

第４条 評定の結果は、上位からそれぞれＡ、Ｂ、Ｃ及びＤの４種類の評語によってあ

らわす。ただし、卒業試験にあっては、合否によってあらわす。 

（評定の提出及び通知） 

第５条 各評定者は、授業科目にあっては試験（臨時試験を除く｡）終了後の定められた

期間内に、訓練科目にあっては学年度末の定められた期間内に、成績表（別記様式）

に成績評定を記入し、医学教育研修センター事務長に提出する。 

２ 医学教育研修センター長は、学生の各学年における授業科目の成績表を学生に通知す

る。 



（成績評定の方法） 

第６条 授業科目の出席時間数が各科目ごとの時間数の３分の２に達しない学生につ

いては、その科目の成績は評定しない。 

２ 訓練科目にあっては、前項の規定に準ずるものとする。ただし、出席時間数が、

年間訓練時間数の３分の２に達しない場合でも、評定者がその学生について特別の

理由を認め、その学年で履修すべき全科目について相当の能力があると判定したと

きに限り、その学生の成績評定を行うことができる。 

３ 前各項の規定により成績が評定されないときは、その科目の評定はＤとして取り

扱う。 

（単位等の修得） 

第７条  評定の結果がＣ以上のものは、授業科目にあってはそれぞれの科目ごとの単

位を、訓練科目にあってはその学年度において履修すべき全科目の時間を修得した

ものとする。 

評定の結果がＤのものには単位又は時間の修得を認めない。 

（修業期間の延長） 

第８条 授業科目及びその単位の履修方法は別表第１のとおりとし、次の各号の一に

該当する者は、その学年における修業期間を延長させる。 

(１) 別表第２に定められたそれぞれの学年の進級に必要な単位を修得できなかった  

  者 

(２) 別表第２に定められている※印の科目が「否」の者のうち、進級会議において前

号に該当するとみなされた者 

(３) その学年で履修すべきものと定められている訓練科目の全科目の総合成績がＤ の

者 

(４) 服務が良好でない者 

２ 修業期間を延長したときは、その学生が修業期間を延長された学年に修得した単

位又は時間は、無効とする。 

（進級会議等） 

第９条  学生の進級又は卒業の適否を審議するため、後期定期試験終了後、進級に係

る進級会議又は卒業に係る卒業会議を開催する。 

２ 学生部長は、服務が良好でない者に該当すると認定した者を進級会議又は卒業会

議に通知する。 

３ 前条第１項の規定にかかわらず、進級会議が進級させることが適当であると認め

たとき、又は卒業会議が卒業させることが適当であると認めたときは、その学生を

進級又は卒業させる。 

なお、それぞれの適当と認める基準については別に定める。 

４ 進級会議又は卒業会議は、学校長、副校長、医学教育部長、教授（防衛医学研究

センターの教授を除く｡）及び関係教官（准教授及び講師及び助教）並びに医学教育



 

研修センター長、学生部長、学生部学生課長及び学生部主任訓練教官をもって構成

し、学校長が進級会議又は卒業会議の議長となる。 

５ 進級会議議長又は卒業会議議長は前期定期試験終了後、学生の就学状況を確認す

るため会議を招集することができる。 

（再試験） 

第１０条 進級が認められた学生のうち、授業科目の成績がＤと評定された科目を有す

る者又は「否」と判定された科目を有する者について、評定者は当該科目の再試験を

行うことができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、前期定期試験、後期定期試験及び追試験の結果当該授業科

目の成績がＤと評定された科目を有する者又は「否」と判定された科目を有する者に

ついては、評定者は、進級の決定をまつことなく、当該科目の再試験を行うことがで

きる。 

（卒業に必要な単位等） 

第１１条 卒業に必要な授業科目の単位は、防衛医科大学校規則（昭和49年防衛庁訓令

第28号）第10条第３項の定めるところによる。 

２ 第６学年の課程を終了しても、卒業に必要な単位又は時間を修得できなかった学生

に、卒業を延期させる。 

３ 前項に規定により卒業を延期された学生は、第６学年にとどめ、その学生の前年度に

修得した単位又は時間は無効とする。 

附 則 

この達は、昭和５０年５月２０日から施行し、昭和５０年３月２２日から適用する。 

附 則 

この達は、昭和５２年１月７日から施行し、昭和５１年４月１日から適用する。 

附 則 

この達は、昭和５２年３月９日から施行する。 

附 則 

この達は、昭和５２年４月１８日から施行する。 

附 則 

この達は、昭和５２年１２月２３日から施行し、昭和５２年４月１日から適用する。

附 則 

この達は、昭和５３年１２月２７日から施行する。 

附 則 

この達は、昭和５５年１１月１０日から施行する。 

附 則 

この達は、昭和５６年４月３日から施行する。 

附 則 

この達は、昭和５８年１１月１日から施行する。 



附 則 

１ この達は、昭和５９年８月７日から施行する。 

２ 改正後の成績評定、進級及び卒業等に関する達の規定は、第９期生以後の学生に

適用し、第８期生以前の学生については、なお従前の例による。 

附 則 

この達は、昭和６２年６月２０日から施行する。 

附 則 

この達は、平成元年５月２９日から施行する。 

附 則 

１ この達は、平成３年４月１日から施行する。 

２ 平成３年度における改正後の達別表第２の適用については、同表の規定にかかわ 

 らず、同表中「 英語 ６単位 ４単位   」とあるのは 
 
 「 英語 ６単位 ６単位 ２単位  」とする。 

附 則 

この達は、平成５年４月１日から施行する。 

  附 則 

この達は、平成５年４月９日から施行する。 

  附 則 

この達は、平成７年４月１日から施行する。 

  附 則 

この達は、平成８年１０月１日から施行する。 

  附 則 

この達は、平成９年７月１日から施行する。 

  附 則 

この達は、平成１１年４月１日から施行する。 

  附 則 

１ この達は、平成１５年４月１日から施行する。 

２  平成１４年度以前に採用した医学科学生（修業期間の延長により、第２学年に進

級できなかった者を除く。）の成績評定、進級及び卒業等については、この達の施

行後も、なお従前の例による。 

  附 則 

１ この達は、平成１８年５月２５日から施行し、平成１８年４月１日から適用す

る。 

２  平成１４年度以前に採用した医学科学生（修業期間の延長により、平成１５年度

に第２学年に進級できなかった者を除く。）の成績評定、進級及び卒業等に関わる

８条の規定については、この達の施行後も、なお従前の例による。 

  附 則 



 

この達は、平成１９年３月２８日から施行する。 

  附 則 

この達は、平成１９年４月１日から施行する。 

  附 則 

１ この達は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 平成１８年度以前に採用した医学科学生（修業期間の延長により、第２学年に進

級できなかった者を除く。）の成績評定、進級及び卒業等については、この達の施

行後も、なお従前の例による。 

附  則 

１ この達は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この達の施行前にした試験及びその評価は、この達第１条の規定による改正後の

医学科及び看護学科の授業、試験及び表簿等に関する達の規定によりした試験及び

その評価とみなす。 

３ 別表第２について、平成２７年度以前に採用した学生（修業期間の延長により、

第２学年に進級できなかった者を除く。）については、従前の例による。 

附 則 

この達は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この達は、令和５年７月１日から施行する。 
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習
 

 

 



 

 

 
別

表
第
２

（
第
８
条
関
係
）
 

進
級

に
必
要

な
単
位

又
は
時
間

数
 

合
計
修
得
単

位
数
 

 
５
２
単
位
 

１
７
３
単
位
 

卒
業
に
必
要

な
単
位
数
 

 
 
９

単
位
 

 
 
６

単
位
 

 
 
８

単
位
 

 
 
６

単
位
 

 
 
２

単
位
 

 
 
４

単
位
 

 
１
７
単
位
 

社
会
医
学
系

（
６
単
位
）
 

形
態
医
学
系

（
1
2
単

位
）
 

血
液
・
造
血

器
・
リ
ン
パ

系
(
３
単
位
) 

第
６
学
年
へ

の
進
級
に
必

要
な
単
位
数
 

          

第
５

学
年
へ

の
進

級
に
必

要
な

単
位
数
 

   

実
用

英
語
 

(
Ⅱ

)
１
単
位
 

   ※
社

会
医

学

系
(
｢
合

｣
) 

形
態

医
学
系

（
1
2
単
位
）
 

 

第
４

学
年
へ

の
進

級
に
必

要
な

単
位
数
 

   
 

１
単
位
 

   
 

４
単
位
 

 ※
社

会
医

学

系
(
｢
合

｣
) 

※
形
態
医
学
系
 

(
｢
合

｣
) 

血
液

・
造
血

器
・

リ
ン
パ

系
(
３

単
位
) 

第
３

学
年
へ

の
進

級
に
必

要
な

単
位
数
 

   

実
用

英
語
 

(
Ⅰ

)
１
単
位
 

 

※
 

(
｢
合

｣
) 

  ※
形
態
医
学
系
 

(
｢
合

｣
) 

 

第
２

学
年
へ

の
進

級
に
必

要
な

単
位
数
 

 
 

９
単
位
 

 
 

６
単
位
 

 
 

７
単
位
 

 
 

４
単
位
 

 
 

２
単
位
 

※
 

(
｢
合

｣
) 

 
１

７
単
位
 

 ※
形
態
医
学
系
 

(
｢
合

｣
) 

 

区
 
 
分
 

人
 
 
文
 

社
 
 
会
 

総
 
 
合
 

英
 
 
語
 

選
択
外
国
 

語
 

体
育
論
理
 

・
 

体
育
実
技
 

基
 
礎
 
教
 育

 
科
 目

 

専
 

門
 

教
 

育
 

科
 

目
 

一
般
教
育
 

外
 
国
 
語
 

科
 
 
目
 

保
 
健
 
体
 

育
 
科
 
目
 

課
 

程
 

進
 

 学
 

 課
 

 程
 

専
 

 門
 

 課
 

 程
 



 

 
 

神
経
系
 

（
６
単
位
）
 

感
覚
器
系
 

（
５
単
位
）
 

運
動
器
系
 

（
３
単
位
）
 

循
環
器
系
 

（
４
単
位
）
 

呼
吸
器
系
 

（
３
単
位
）
 

消
化
器
系
 

（
７
単
位
）
 

腎
・
尿
路
系
 

（
３
単
位
）
 

精
神
系
 

（
２
単
位
）
 

生
殖
機
能
系
 

（
３
単
位
）
 

内
分
泌
・
代
 

謝
・
成
長
発
 

育
系
 

（
３
単
位
）
 

感
染
症
系
 

（
５
単
位
）
 

           

神
経

系
 

（
６

単
位
）
 

感
覚

器
系
 

（
５

単
位
）
 

運
動

器
系
 

（
３

単
位
）
 

   腎
・

尿
路
系
 

（
３

単
位
）
 

精
神

系
 

（
２

単
位
）
 

  

感
染

症
系
 

（
５

単
位
）
 

   

循
環

器
系
 

（
４

単
位
）
 

呼
吸

器
系
 

（
３

単
位
）
 

消
化

器
系
 

（
７

単
位
）
 

  生
殖

機
能
系
 

（
３

単
位
）
 

内
分

泌
・
代
 

謝
・

成
長
発
 

育
系
 

（
３

単
位
）
 

※
感

染
症
系
 

(
｢
合

｣
) 

   

  

     ※
感

染
症
系
 

(
｢
合

｣
) 

           

専
 

 

門
 

 

教
 

 

育
 

 

科
 

 

目
 

専
 

 門
 

 課
 

 程
 



 

 

 
 

注
１

 
授
業
科
目
の
う
ち
２
学
年
以

上
に

わ
た
り

履
修
す
る

こ
と

に
な

る
科
目

の
う
ち
※

印
科

目
の
進
級
判
定
は
「
合
」
又
は
「
否
」
と
し
、
 

 
 

 
単
位
又
は
時
間
の
修
得
評
定

は
当

該
科
目

の
授
業
修

了
後

に
行

う
も
の

と
す
る
。
 

注
２

 
各
学
年
で
履
修
す
べ
き
授
業

科
目

の
細
部

内
訳
に
つ

い
て

は
別

に
示
す

。
 

免
疫
・
ア
レ
 

ル
ギ
ー
・
膠
 

原
病
系
 

（
４
単
位
）
 

救
急
・
総
合
 

医
学
系
 

（
９
単
位
）
 

機
能
医
学
系
 

（
1
7
単

位
）
 

防
衛
医
学
系
 

（
４
単
位
）
 

基
本
的
診
療
 

技
能
実
習
 

（
２
単
位
）
 

内
科
系
臨
床
 

実
習
 

（
3
8
単

位
）
 

外
科
系
臨
床
 

実
習
 

（
3
4
単

位
）
 

     ※
内
科
系
臨
 

床
実
習
 

(
｢
合
｣
) 

※
外
科
系
臨
 

床
実
習
 

(
｢
合
｣
) 

 救
急

・
総
合
 

医
学

系
 

（
９

単
位
）
 

機
能

医
学
系
 

（
1
7
単
位
）
 

防
衛

医
学
系
 

（
４

単
位
）
 

基
本

的
診
療
 

技
能

実
習
 

（
２

単
位
）
 

※
内

科
系
臨
 

床
実

習
 

(
｢
合

｣
) 

※
外

科
系
臨
 

床
実

習
 

(
｢
合

｣
) 

免
疫

・
ア
レ
 

ル
ギ

ー
・
膠
 

原
病

系
 

（
４

単
位
）
 

※
救

急
・
総
 

合
医

学
系
 

(
｢
合

｣
) 

※
機

能
医
学
 

系
(
｢
合

｣
) 

※
防

衛
医
学
 

系
(
｢
合

｣
) 

   

※
免

疫
・
ア
 

レ
ル

ギ
ー
・
 

膠
原

病
系
 

(
｢
合

｣
) 

 

※
機

能
医
学
 

系
(
｢
合

｣
) 

※
防

衛
医
学
 

系
(
｢
合

｣
) 

   

 ※
救

急
・
総
 

合
医

学
系
 

(
｢
合

｣
) 

※
機

能
医
学
 

系
(
｢
合

｣
) 

    

専
 
 

門
 
 

教
 
 

育
 
 

科
 
 

目
 

専
 

 門
 

 課
 

 程
 



 

 

別記様式（第８条関係） 

成    績    表 

 

                           ○ 前期定期試験 

                           ○ 後期定期試験 

                           ○ 追 試 験             

                           ○ 再 試 験             

                           ○ 最 終 成 績             

                           該当にレ印をつけ 

                           てください。   

 
 

  学       年   第    学 年 

  授 業 科 目 名  

担 当 教 官 名    

 

 

 医学教育研修センター事務長への提出日      年  月  日 

 

注 ：得点欄には、素点を記入して下さい。 

参考：Ａ(100点～85点)、Ｂ(84点～70点)、Ｃ(69点～60点)、Ｄ(59点以下) 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第 学年 第 学年 

学籍 

番号 

 

氏 名 

 

得点 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学籍

番号 

 

氏 名 
 

得点 
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